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大
塚
国
際
美
術
館
で
出

会
っ
た
街
角
美
女
。
名
前

は
明
珍
さ
ん
。
三
十
歳
。

小
粋
で
洒
落
た
雰
囲
気
を

漂
わ
す
。
中
国
・
上
海
出

身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
だ
。

　

現
在
韓
国
に
留
学
中
。

イ
ー
ス
タ
ー
航
空
の
直
行

便
で
来
徳
。
県
内
を
旅
行

す
る
と
い
う
。「
徳
島
は
初

め
て
で
す
。
ど
こ
か
い
い

所
あ
り
ま
す
か
」。
気
分
で

行
き
先
を
決
め
る
気
儘
な

一
人
旅
だ
と
か
。

　

実
態
解
明
に
程
遠
い
報
告

実
態
解
明
に
程
遠
い
報
告

書
内
容

書
内
容

今
回
の
報
告
書
の
最
大
の

問
題
点
は
、
生
活
保
護

費
の
過
払
い
や
国
庫
負
担
金

過
大
請
求
の
実
態
が
解
明
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

チ
ェ
ッ
ク
し
た
の
は
令
和
元

年
度
か
ら
の
五
年
間
だ
け
だ
。

　

徳
島
市
は
長
年
、
生
活
保

護
受
給
者
へ
余
分
な
保
護
費

を
払
い
、
厚
労
省
か
ら
は
余

分
な
負
担
金
を
も
ら
っ
て
い

た
。
払
い
過
ぎ
た
保
護
費
を

回
収
し
、
厚
労
省
に
返
還
す

べ
き
だ
が
、
放
置
し
て
い
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
令
和

元
年
度
か
ら
の
五
年
間
で
払

い
過
ぎ
た
生
活
保
護
費
は
約

六
、
七
九
一
万
円
。
財
源
の

内
訳
は
国
庫
負
担
金
が
約
五
、

〇
九
三
万
円
、
市
費
が
約
一
、

六
九
八
万
円
だ
。

　

生
活
保
護
費
の
過
払
い
と

国
庫
負
担
金
の
過
大
請
求
は
、

少
な
く
と
も
過
去
二
十
五
年

間
放
置
さ
れ
て
い
た
。
二
十

五
年
で
計
算
す
る
と
、
徳
島

市
は
二
億
五
、
四
六
五
万
円

の
負
担
金
を
詐
取
し
て
い
た
。

　

市
当
局
は
国
庫
負
担
金
の

過
大
請
求
が
長
年
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
当
然
知
っ
て

い
た
。
過
去
五
年
間
の
過
大

請
求
の
チ
ェ
ッ
ク
で
お
茶
を

濁
し
た
報
告
書
。
国
庫
負
担

金
詐
取
の
全
容
解
明
に
は
ほ

ど
遠
い
。

　
「
職
員
が
認
識
不
足
だ
っ

「
職
員
が
認
識
不
足
だ
っ

た
」、
噴
飯
物
の
言
い
訳

た
」、
噴
飯
物
の
言
い
訳

国
庫
負
担
金
の
過
大
請

求
が
長
年
放
置
さ
れ

た
理
由
も
噴
飯
物
だ
。
国

庫
負
担
金
請
求
制
度
に
対

す
る
「
職
員
の
認
識
不
足
」

と
い
う
も
の
。
担
当
職
員

が
い
か
に
無
知
で
無
能
か

を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。

　

制
度
や
ル
ー
ル
を
理
解

し
て
い
な
い
職
員
が
国

庫
負
担
金
の
請
求
業
務
を

行
っ
て
い
る
徳
島
市
。
生

活
保
護
だ
け
で
な
く
、
他

の
分
野
の
国
庫
負
担
金
の

請
求
業
務
も
総
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
だ
。

　

報
告
内
容
の
信
憑
性
も

疑
問
だ
。
徳
島
市
は
今
年

三
月
六
日
、
県
を
通
じ
て

厚
労
省
に
過
大
請
求
を
報

告
し
て
い
る
が
、
原
因
と

し
て
は
「
不
適
切
な
会
計

処
理
」
と
い
う
事
務
的
ミ

ス
を
挙
げ
て
い
た
。

　

報
告
の
度
に
二
転
三
転

す
る
過
大
請
求
の
原
因
。
厚

労
省
や
県
に
し
た
ら
、「
一

体
何
が
本
当
な
の
か
。
な
め

る
な
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
百
条
調
査
委
員
会
に
提

出
さ
れ
た
報
告
書
の
信
憑

性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

過
大
請
求
が
放
置
さ
れ
た

原
因
は
、「
不
適
切
な
会
計

処
理
」
や
「
制
度
へ
の
認

識
不
足
」
で
は
な
い
。
担

当
職
員
が
や
る
べ
き
こ
と

を
や
ら
ず
、
過
大
請
求
を

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
確
信
犯
」
だ
っ
た
国

「
確
信
犯
」
だ
っ
た
国

庫
負
担
金
の
過
大
請
求

庫
負
担
金
の
過
大
請
求

過
大
請
求
や
負
担

金
詐
取
の
「
確

信
犯
」
だ
っ
た
市
当

局
。「
制
度
の
認
識
不

足
」
は
責
任
回
避
の
単

な
る
言
い
訳
だ
。
責
任

の
所
在
を
明
確
に
し
、

担
当
幹
部
ら
の
職
務

怠
慢
を
問
う
べ
き
だ
。

　

も
ら
い
過
ぎ
た
負

担
金
は
「
返
し
ま
し

た
」
だ
け
で
は
済
ま
な

い
。
補
助
金
等
に
係

る
予
算
の
執
行
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
と
、
負
担
金

の
返
還
に
は
年
一
〇
・

九
五
％
の
加
算
金
が

課
せ
ら
れ
る
。

　

問
題
は
加
算
金
を

誰
が
負
担
す
る
か
。
徳

島
市
で
過
去
に
あ
っ

た
国
保
交
付
金
不
正

受
給
問
題
で
は
、
住

民
訴
訟
で
幹
部
の
責

任
が
問
わ
れ
、
総
額

八
百
万
円
を
部
長
ら
が
市

に
寄
付
す
る
形
で
自
己
負

担
し
た
。

　

今
回
も
厚
労
省
か
ら

加
算
金
を
課
せ
ら
れ
、

住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ

た
ら
、
歴
代
管
理
職
の

責
任
が
問
わ
れ
そ
う
だ
。

負
担
金
返
還
で
市
に
損
害
が

発
生
し
た
場
合
、
責
任
問
題

が
浮
上
し
そ
う
だ
。

　

保
護
記
録
を
虚
偽
記

保
護
記
録
を
虚
偽
記

載
し
て
い
た　

載
し
て
い
た　

  

、
都
築

、
都
築

政
務
監

政
務
監

国
庫
負
担
金
の
過
大

請
求
の
放
置
問
題

は
現
在
、
徳
島
市
議
会

の
百
条
調
査
委
員
会
が

調
査
を
進
め
て
い
る
。

最
大
の
焦
点
は
過
大
請

求
が
い
つ
か
ら
放
置
さ

れ
た
か
。
市
幹
部
で
も

見
解
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

幹
部
は
都
築
政
務
監

と
森
本
生
活
福
祉
第
二

課
長
。
三
月
の
文
教
厚

生
委
員
会
で
、
森
本
課

長
が
「
令
和
五
年
秋
頃
、

当
時
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

だ
っ
た
都
築
政
務
監
に

過
大
請
求
問
題
を
伝
え

た
」
と
説
明
し
た
。

　

都
築
政
務
監
は
委
員

会
で
「
令
和
五
年
度
の

時
点
で
は
過
大
請
求
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
」
と
説
明
。

幹
部
職
員
の
認
識
の
違

い
を
市
議
会
が
問
題
視
。

百
条
調
査
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。

　

都
築
政
務
監
と
森
本

課
長
の
ど
ち
ら
が
虚
偽

説
明
し
た
の
か
。
百
条

調
査
委
員
会
の
焦
点
の
一
つ

だ
が
、
都
築
政
務
監
に
つ
い

て
は
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
時
代
の
公
文
書
偽

造
疑
惑
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

都
築
政
務
監
は
令
和
五
年

六
月
か
ら
約
一
年
間
、
再
任

用
職
員
と
し
て
生
活
福
祉
第

二
課
で
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

務
め
た
。
複
数
の
生
活
保
護

受
給
者
を
担
当
。
相
談
や
支

援
業
務
に
従
事
し
た
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
担
当

す
る
生
活
保
護
受
給
者
宅
を

原
則
年
四
回
訪
問
。
保
護
記

録
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
都
築
政
務
監
に
浮

上
す
る
の
は
こ
の
保
護
記
録

の
虚
偽
記
載
疑
惑
だ
。

　

疑
惑
の
内
容
は
、
生
活
保

護
受
給
者
宅
を
実
際
に
訪
問

し
て
い
な
い
の
に
、
あ
た
か

も
訪
問
し
た
か
の
よ
う
に
装

い
、
公
文
書
で
あ
る
保
護
記

録
に
虚
偽
事
項
を
記
載
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

も
の
だ
。

　

生
活
保
護
受
給
者
宅
の
架

空
訪
問
と
保
護
記
録
の
虚
偽

記
載
は
か
な
り
の
頻
度
で
行

な
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
過

大
請
求
問
題
を
担
当
す
る
政

務
監
が
保
護
記
録
を
偽
造

し
て
い
た
な
ら
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ョ
ー
ク
だ
。

　

都
築
政
務
監
は
「
個
別
の

ケ
ー
ス
は
覚
え
て
い
な
い
。

普
通
に
仕
事
し
て
い
た
。（
保

護
記
録
の
虚
偽
記
載
は
）
あ

る
わ
け
な
い
。
そ
ん
な
し
ょ

う
も
な
い
取
材
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

　

一
期
目
終
盤
に
過
大
請
求

一
期
目
終
盤
に
過
大
請
求

知
っ
て
い
た

知
っ
て
い
た    

    

、
遠
藤
市
長

、
遠
藤
市
長

遠
藤
市
長
に
つ
い
て
も
、
国

庫
負
担
金
過
大
請
求
の
放

置
疑
惑
が
浮
上
し
て
い
る
。
一

期
目
終
盤
の
令
和
二
年
一
月
、

当
時
課
長
補
佐
だ
っ
た
森
本
課

長
が
市
長
宅
に
文
書
を
郵
送
。

過
大
請
求
を
指
摘
し
て
い
る

　

遠
藤
市
長
は
メ
デ
ィ
ア
に

「（
国
庫
負
担
金
の
過
大
請
求

に
つ
い
て
）
前
任
期
中
は
知

ら
な
か
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
が
、
森
本
課
長
は

資
料
を
郵
送
し
た
証
拠
を
保

持
し
て
い
る
と
い
う
。

　

約
二
十
五
年
間
、
臭
い
物

に
蓋
を
す
る
か
の
よ
う
に
国

庫
負
担
金
の
過
大
請
求
を
放

置
、隠
蔽
し
て
き
た
市
当
局
。

遠
藤
市
長
や
都
築
政
務
監
も

責
任
逃
れ
の
自
己
保
身
に
走

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

百
条
調
査
委
員
会
の
今
後

の
焦
点
は
八
月
二
十
一
日
の

証
人
喚
問
。
森
本
課
長
が
証

言
に
立
つ
。
国
庫
負
担
金
過

大
請
求
の
実
態
を
ど
こ
ま
で

開
示
す
る
か
。
市
当
局
の
自

浄
機
能
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

異
論
噴
出
だ
。
徳
島
県
庁
の
紙

版
職
員
録
の
廃
止
問
題
だ
。
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策
を

理
由
に
掲
げ
る
が
、
ピ
ン
ボ
ケ
対

応
で
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

　

最
大
の
問
題
点
は
後
藤
田
県
政

の
透
明
度
Ｕ
Ｐ
戦
略
へ
の
逆
行
だ
。

知
事
は
公
約
で
風
通
し
の
い
い
フ

ラ
ッ
ト
な
県
庁
を
掲
げ
、「
知
事
の

顔
色
で
は
な
く
、
県
民
の
顔
色
を
見

る
県
庁
組
織
」
の
実
現
を
訴
え
た
。

　

県
民
に
寄
り
添
う
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

　

Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
の
県
庁
を

目
指
す
な
ら
、
や
る
べ
き
な
の
は
、

紙
版
の
廃
止
で
は
な
く
、
紙
版
と
電

子
版
を
併
用
し
た
職
員
録
に
よ
る

県
庁
の
Ｐ
Ｒ
だ
。

　

知
事
は
「
徳
島
の
営
業
マ
ン
」
を

自
認
し
、
国
内
外
を
飛
び
回
る
。
職

員
も
各
部
局
で
営
業
マ
ン
と
し
て

徳
島
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。
営
業
マ
ン
が
顔
と
名
前

を
隠
し
た
ら
仕
事
に
な
ら
な
い
。

　

紙
版
職
員
録
は
行
政
の
透
明
性

と
行
政
事
務
の
円
滑
化
、
住
民
の
利

便
性
に
プ
ラ
ス
に
な
る
ツ
ー
ル
だ
。

公
務
員
の
名
前
や
所
属
部
署
は
原

則
公
開
の
情
報
だ
。
公
務
や
公
金
支

出
の
責
任
所
在
明
確
化
の
た
め
だ
。

　

県
民
や
市
町
村
職
員
が
県
庁
の

特
定
の
部
署
や
担
当
者
に
連
絡
を

取
り
た
い
時
、
職
員
録
を
参
照
す
れ

ば
、
迅
速
に
連
絡
が
取
れ
、
必
要
な

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
中
途

半
端
だ
。
紙
版
廃
止
に
伴
い
連

絡
先
は
Ｈ
Ｐ
参
照
を
呼
び
か

け
て
い
る
が
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
は
幹
部
職
員
の
人
事

異
動
情
報
だ
け
。
異
動
し
て

い
な
い
幹
部
名
は
掲
載
な
し
。

　

千
葉
県
も
紙
版
職
員
録
を
廃
止

し
た
が
、
Ｈ
Ｐ
で
は
課
長
級
以
上

の
幹
部
職
員
の
職
名
と
名
前
を
す

べ
て
掲
載
し
て
い
る
。
徳
島
は
Ｈ

Ｐ
上
の
幹
部
名
簿
が
歯
抜
け
状
態

と
い
う
お
粗
末
な
現
状
だ
。

　

学
事
関
係
職
員
録
と
の
足
並
み

も
乱
れ
て
い
る
。
県
教
育
会
が
発

行
す
る
県
教
委
職
員
や
教
諭
な
ど

の
紙
版
職
員
録
だ
。
令
和
七
年
度

も
発
行
さ
れ
、
一
部
二
千
五
百
円

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

県
教
委
に
は
知
事
部
局
の
職
員

も
存
在
す
る
。
廃
止
さ
れ
た
県
職
員

録
と
存
続
す
る
学
事
関
係
職
員
録
。

県
教
委
に
配
属
さ
れ
た
県
職
員
は
、

学
事
関
係
職
員
録
で
職
名
と
名
前

が
開
示
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
媛
県
で
は
紙
版
職
員
録
の
廃

止
→
復
活
の
ド
タ
バ
タ
劇
が
展
開

さ
れ
た
。
令
和
五
年
度
に
廃
止
し

た
が
、
職
員
間
か
ら
紙
版
要
望
の

声
が
上
が
り
、
六
年
度
か
ら
復
活
。

電
子
版
と
併
用
し
て
い
る
。

　

要
望
内
容
は
「
紙
版
は
す
ぐ
に

開
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
」「
職

員
の
過
去
の
所
属
が
わ
か
る
」な
ど
。

紙
版
職
員
録
の
利
便
性
と
保
存
で

き
る
行
政
資
料
と
し
て
の
有
用
性

が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

高
知
県
は
紙
版
職
員
録
。
一
般

に
も
販
売
す
る
。香
川
県
は
電
子
版
。

県
民
は
県
民
セ
ン
タ
ー
等
で
閲
覧

で
き
る
。
同
県
は
独
自
の
電
子
職
員

録
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
全
国
自
治
体

に
販
売
し
て
い
る
。

　

令
和
七
年
度
か
ら
紙
版
職
員
録

を
廃
止
し
た
徳
島
県
。
印
刷
代
な

ど
の
作
成
経
費
は
千
部
・
約
百
万
円
。

生
協
は
一
部
・
千
四
百
円
で
販
売
し

て
い
た
。
令
和
六
年
度
の
販
売
実
績

は
千
九
百
部
だ
っ
た
。

　

知
事
公
約
や
情
報
公
開
へ
の
逆

行
、
ピ
ン
ボ
ケ
で
中
途
半
端
な
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
問
題
だ
ら
け
の

紙
版
廃
止
。
速
や
か
に
復
活
さ
せ
、

電
子
版
も
き
ち
ん
と
整
備
し
、
県
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　

経
済
団
体
の
要
望
対
応
で
飛

び
出
し
た
「
無
償
譲
与
」
発
言

「
無
償
譲
与
」
発
言
が
飛
び

出
し
た
の
は
六
月
十
一

日
。
場
所
は
徳
島
市
役
所
。
県

内
の
経
済
五
団
体
関
係
者
ら
の

要
望
対
応
時
だ
。
要
望
テ
ー
マ

は
県
立
ア
リ
ー
ナ
の
早
期
整
備

に
対
す
る
徳
島
市
の
協
力
だ
。

　

当
時
、
県
立
ア
リ
ー
ナ
の
整

備
候
補
地
と
し
て
は
、
市
立
体

育
館
用
地
と
東
工
業
高
跡
地
が

浮
上
し
て
い
た
。
体
育
館
用
地

は
国
有
地
で
市
が
無
償
で
借
り

て
い
る
。
東
工
業
高
跡
地
は
七

割
が
市
有
地
だ
。

　

経
済
団
体
関
係
者
ら
は
前
日
の

十
日
、
県
庁
で
後
藤
田
知
事
に
ア

リ
ー
ナ
の
早
期
整
備
を
要
望
。
翌

十
一
日
、
徳
島
市
役
所
を
訪
問
。

用
地
問
題
の
鍵
を
握
る
徳
島
市
長

に
協
力
を
要
望
し
た
。

　

同
席
し
た
市
議
が
慌
て
て
発

言
を
制
止

要
望
に
対
し
、
何
を
意
図
し

た
の
か
、
遠
藤
市
長
が
市

有
地
の
無
償
譲
与
に
言
及
し
か

け
た
。
驚
い
た
の
が
同
席
し
て

い
た
梯
市
議
ら
。「
市
長
、
そ
れ

は
…
」、
と
慌
て
て
制
止
し
、
発

言
を
打
ち
消
し
た
。

　

遠
藤
市
長
の
念
頭
に
あ
っ
た

の
は
東
工
業
高
跡
地
の
市
有
地

だ
ろ
う
が
、
十
一
日
の
時
点
で

は
、
県
は
ま
だ
ア
リ
ー
ナ
の
整

備
予
定
地
を
発
表
し
て
い
な
い
。

明
確
な
フ
ラ
イ
ン
グ
発
言
だ
。

　

市
議
会
と
の
す
り
合
わ
せ
も

で
き
て
い
な
い
。
市
有
地
活
用

策
に
は
、
交
換
や
譲
与
、
無
償

貸
付
が
あ
る
が
、
東
工
業
高
跡

地
の
市
有
地
を
ど
う
す
る
か
は
、

市
議
会
に
も
報
告
、
了
承
さ
れ

て
い
な
い
。

　

遠
藤
市
長
の
「
市
有
地
の
無

償
譲
与
」
発
言
は
市
議
会
に
拡

散
。「
ま
た
や
っ
た
の
か
。
県
立

ホ
ー
ル
の
計
画
地
変
更
に
勝
手

に
同
意
し
批
判
を
招
い
た
教
訓

が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
と
反

発
の
声
が
噴
出
し
た
。

　

県
立
ホ
ー
ル
で
は
知
事
が
打

ち
出
し
た
計
画
地
変
更
や
協
定

改
定
に
遠
藤
市
長
が
独
断
で

同
意
。「
議
会
軽
視
だ
」
と
野

党
市
議
ら
が
猛
反
発
。
協
定

改
定
を
議
決
事
項
と
す
る
条

例
制
定
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
。

　

ホ
ー
ル
に
続
き
、
ア
リ
ー

ナ
で
も
舌
禍
騒
動
を
引
き
起

こ
す
遠
藤
市
長
。
口
が
軽
す

ぎ
る
の
か
、
不
用
意
な
の
か
。

遠
藤
氏
は
「
市
長
の
言
葉
の

重
さ
」
を
自
覚
し
、「
口
は
災

い
の
元
」
と
自
戒
す
べ
き
だ
。

　
「
財
産
譲
与
」
条
例
の
改
定

や
廃
止
に
動
く
野
党
市
議

遠
藤
市
長
の
舌
禍
騒
動
と

そ
の
根
底
に
あ
る
独
断

専
行
体
質
に
対
し
、
市
議
会

も
抑
止
機
能
の
強
化
に
動
い

て
い
る
。
市
有
地
の
譲
渡
や

貸
付
問
題
で
は
、
条
例
の
改

定
や
廃
止
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

遠
藤
市
長
が
市
有
地
の
譲

渡
を
軽
々
し
く
口
に
す
る
一

因
が
条
例
の
存
在
だ
。
財
産

の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付

等
に
関
す
る
条
例
だ
。
こ
の

条
例
が
あ
る
た
め
、
市
有
地

の
譲
与
に
は
議
会
の
議
決
が

要
ら
な
い
。

　

地
方
自
治
法
で
は
市
有
地

の
譲
渡
は
議
会
の
議
決
事
項

だ
が
、
地
方
自
治
体
が
独
自

の
条
例
で
ル
ー
ル
を
定
め
た

場
合
は
、
例
外
と
し
て
議
会

の
議
決
が
不
要
。
市
長
の
権

限
で
譲
渡
で
き
る
。

　
「
こ
の
条
例
が
あ
る
限

り
、
遠
藤
市
長
の
独
断
専

行
に
よ
る
市
有
地
譲
渡

に
待
っ
た
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
条
例

の
内
容
を
改
正
す
る
か
、

廃
止
す
る
こ
と
が
必
要

だ
」（
野
党
市
議
）。

　

実
務
者
レ
ベ
ル
で
は

進
ん
で
い
な
い
ア
リ
ー

ナ
の
用
地
問
題

遠
藤
市
長
が
「
市
有

地
の
無
償
譲
与
」

を
フ
ラ
イ
ン
グ
発
言
し

た
東
工
業
高
跡
地
の
ア

リ
ー
ナ
整
備
計
画
。
県
と

徳
島
市
の
実
務
者
レ
ベ

ル
で
は
、
具
体
的
な
協
議
は

ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な
い
。

　

県
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
は

「
ア
リ
ー
ナ
予
定
地
の
約
七

割
は
市
有
地
。
今
後
市
と
協

議
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
の

現
状
認
識
だ
。
県
と
徳
島
市

の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
が
県

市
協
議
の
場
に

な
り
そ
う
だ
。

　

東
工
業
高
跡

地
に
は
県
有
地

と
市
有
地
が

混
在
し
、
区

画
整
理
や
権

利
関
係
を
ど

う
す
る
か
が

長
年
の
課
題

に
な
っ
て
い

る
。
県
有
地

と
市
有
地
が

ご
じ
ゃ
ま
ぜ

に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ

と
だ
。

　

解
決
策
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
の
が
マ
リ
ン
ピ
ア
沖
洲
の

公
有
水
面
埋
立
て
で
発
生
す

る
県
有
地
と
の
交
換
説
だ
。

交
換
す
れ
ば
、
東
工
業
高

跡
地
は
す
べ
て
県
有
地
に
な

り
、用
地
問
題
が
解
決
す
る
。

　

交
換
で
市
有
地
に
な
っ
た
マ

リ
ン
ピ
ア
沖
洲
の
埋
め
立
て

地
に
は
、
徳
島
市
の
中
央
卸
売

市
場
を
移
転
さ
せ
る
。
県
市
協

調
で
ア
リ
ー
ナ
と
中
央
卸
売

市
場
と
い
う
公
共
施
設
を
再

配
置
し
よ
う
と
い
う
案
だ
。

　

問
題
は
時
間
。
マ
リ
ン
ピ

ア
沖
洲
の
公
有
水
面
埋
立
て

は
十
年
以
上
か
か
る
。
知
事

や
市
長
が
代
わ
り
、
県
市
協

調
の
枠
組
み
が
崩
れ
た
ら
、

現
在
進
行
中
の
県
都
の
ま
ち

づ
く
り
は
水
の
泡
に
な
る
。

　

東
工
業
高
跡
地
で
動
き
出

し
た
ア
リ
ー
ナ
構
想
。
市
有

地
を
県
が
ど
ん
な
形
で
活
用

す
る
か
。
用
地
問
題
が
第
一

ハ
ー
ド
ル
だ
が
、「
無
償
譲
与
」

と
い
う
市
長
の
フ
ラ
イ
ン
グ

発
言
が
新
た
な
火
種
に
な
り

そ
う
だ
。
神
の
ご
加
護
を
…
。

政治団体収支報告書で個人寄付者の住所に企業団体所在地を記載した後藤田知事。共同通信は不適切記載を四件と配信したが、実際は県内外企業ら十一件。

医
療
情
報
分
析
会
社
ケ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
全
国
公
立
病
院
赤
字
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ワ
ー
ス
ト
１
は
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
赤
字
約
八
十
九
億
円
。
徳
島
県
立
中
央
病
院
は
赤
字
約
三
十
一
億
円
で
三
十
四
位
。
愛
媛
県
立
中
央
病
院
は
赤
字
約
三
十
五
億
円
で
二
十
二
位
。

徳
島
都
市
開
発
㈱
社
長
時
代
に
「「
ア
ミ
コ
は
あ
と
二
～
三
年
で
潰
れ
る
」」
と
漏
ら
し
た
都
築
政
務
監
。
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
時
代
の
保
護
記
録
虚
偽
記
載
疑
惑
が
浮
上
。
本
紙
取
材
に
「（
虚
偽
記
載
は
）
あ
る
わ
け
な
い
。
し
ょ
う
も
な
い
取
材
は
や
め
て
く
だ
さ
い
」。
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一
枚
岩
で
な
い
「
組
織
選
挙
」、

自
民
・
大
石

無
所
属
現
職
・
広
田
が
「
高

知
対
決
」
を
制
す
る
か
。

自
民
新
人
の
大
石
は
、
全
国
的

な
自
民
党
へ
の
逆
風
、
知
名
度

の
低
さ
な
ど
か
ら
劣
勢
。
主
戦

場
の
高
知
で
広
田
に
大
き
く
水

を
あ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

広
田
と
大
石
の
事
実
上
の
一
騎

打
ち
。
二
人
と
も
旧
民
主
系
。
昔

の
政
治
的
盟
友
が
議
席
を
争
う
。

リ
ー
ド
す
る
広
田
を
大
石
が
追
う

展
開
。
告
示
前
は
大
石
が
追
い
上

げ
た
が
、
告
示
後
に
失
速
し
た
。

　

自
民
党
調
査
で

は
、
追
い
上
げ
る
大

石
が
六
月
二
十
二
日

時
点
で
三
・
八
Ｐ
差

ま
で
詰
め
た
が
、
告

示
後
の
七
月
六
日
時

点
で
は
大
石
の
勢
い

が
弱
り
、
広
田
が
逆

に
八
・
七
Ｐ
と
差
を

広
げ
た
。

　

大
石
の
票
を

食
っ
て
い
る
の
が

参
政
党
の
金
城

だ
。
神
谷
代
表
の

歯
切
れ
の
い
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

受
け
、
支
持
率
が

上
が
る
参
政
党
。

「
神
谷
旋
風
」
が
徳

島
・
高
知
選
挙
区
に
も
吹
い
て
い
る
。

　

大
石
は
自
民
の
組
織
選
挙
が
頼

り
だ
が
、
主
戦
場
の
高
知
で
一
枚
岩

に
な
っ
て
い
な
い
。
自
民
県
連
と
個

人
後
援
会
の
連
携
の
悪
さ
、
衆
院
の

選
挙
区
単
位
の
支
援
体
制
な
ど
バ

ラ
バ
ラ
感
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

大
石
は
民
主
党
、
希
望
の
党
公
認

で
三
度
衆
院
選
に
挑
戦
し
た
が
、
落

選
。
県
議
に
転
身
。
今
回
参
院
選
で

は
自
民
公
認
候
補
。
徳
島
一
区
の
仁

木
衆
院
議
員
同
様
、
旧
民
主
か
ら
自

民
へ
の
鞍
替
え
政
治
家
だ
。

　

県
議
選
で
は
ト
ッ
プ
当
選
し
た

が
、
自
民
支
援
者
に
は
「
旧
民
主

ア
レ
ル
ギ
ー
」
が
あ
る
。「
落
ち
た

ら
県
議
カ
ム
バ
ッ
ク
か
、
手
の
内

は
見
せ
ら
れ
な
い
」
と
、
自
民
県

議
ら
も
本
腰
が
入
っ
て
い
な
い
。

　
「
南
国
市
の
集
会
が
当
初
予
定
の

二
百
席
が
百
席
に
な
り
、
集
ま
っ
た

の
は
約
二
十
人
だ
っ
た
」（
自
民
関

係
者
）。
大
石
の
求
心
力
欠
如
、
一

枚
岩
で
な
い
組
織
選
挙
な
ど
負
の
連

鎖
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

主
戦
場
の
高
知
で
広
田
に
ダ
ブ
ル
ス

コ
ア
で
劣
勢
の
大
石
。
リ
ー
ド
し
て
い

た
徳
島
も
広
田
に
差
を
詰
め
ら
れ
て
い

る
。
小
泉
農
相
の
応
援
来
徳
も
会
場
が

満
席
に
な
ら
ず
、
県
連
関
係
者
に
危
機

感
が
走
っ
た
。

　
「
無
所
属
」
戦
法
で
支
援
広
げ
る
広
田

広
田
は
二
年
前
の
補
選
同
様
、

「
野
党
系
無
所
属
」
戦
法
。
幅

広
い
反
自
民
票
の
獲
得
を
目
指
す
。

比
例
重
視
の
野
党
各
党
が
候
補
擁

立
を
見
送
り
、
緩
や
か
な
連
携
で

勝
手
連
的
に
広
田
を
支
援
す
る
。

　

地
元
高
知
で
大
石
に
大
差
を
つ

け
逃
げ
切
り
モ
ー
ド
に
入
る
が
、

旧
民
主
の
元
政
治
的
盟
友
・
大
石

の
出
馬
で
従
来
か
ら
の
支
援
者
間

に
「
旗
幟
鮮
明
に
で
き
な
い
」
と

板
挟
み
感
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
広
田
、
大
石
両
氏
を
こ
れ
ま
で

同
じ
よ
う
に
支
援
し
て
き
た
。
今
回

は
ど
ち
ら
も
支
援
し
な
い
こ
と
に

し
た
。
投
票
用
紙
に
は
二
人
の
名
前

を
書
い
て
、
無
効
票
に
し
よ
う
と
思

う
」（
高
知
の
企
業
関
係
者
）。

　

候
補
者
四
人
が
高
知
県
民
で
、
徳

島
県
民
に
「
蚊
帳
の
外
」
感
が
広
が

る
参
院
選
。
合
区
の
弊
害
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
「
高
知
対
決
」
は
、
知

名
度
と
実
績
で
先
行
す
る
広
田
が
逃

げ
切
り
そ
う
だ
。（
文
中
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

　

「
市
有
地
の
無
償
譲
与
を
…
」
。
遠
藤
・
徳
島
市
長
が
懲
り
な

い
「
舌
禍
騒
動
」
だ
。
県
立
ア
リ
ー
ナ
整
備
へ
の
協
力
を
求
め

た
経
済
団
体
関
係
者
ら
に
発
言
し
た
も
の
だ
。
同
席
し
た
市
議

ら
が
慌
て
て
制
止
し
た
が
、
「
無
償
譲
与
」
発
言
は
市
議
会
に

拡
散
。
「
軽
は
ず
み
な
発
言
だ
」
「
不
用
意
す
ぎ
る
」
と
市
議
ら

が
反
発
。
市
有
地
譲
与
問
題
で
の
市
長
の
「
暴
走
」
抑
止
策
と

し
て
、
条
例
の
改
定
や
廃
止
を
求
め
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

徳
島
市
政
で
新
た
な
火
種
が
発
火
寸
前
だ
。

　

笑
止
千
万
だ
。
徳
島
市
が
生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
の
過
大
請
求
に

つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
だ
。
市
議
会
の
百
条
調
査
委
員
会
に
提
出
し

た
も
の
だ
が
、
過
大
請
求
の
開
始
時
期
を
特
定
し
て
い
な
い
な
ど
実
態

解
明
に
程
遠
い
内
容
だ
。
過
大
請
求
が
長
年
続
い
た
原
因
は
、
国
庫
負

担
金
の
請
求
制
度
へ
の
「
職
員
の
認
識
不
足
」
だ
っ
た
と
い
う
。
歴
代

職
員
の
無
知
と
無
能
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
が
、
責
任
の
所
在
や
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
は
不
問
だ
。
大
丈
夫
か
、
徳
島
市
役
所   

。


